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　皆さんこんにちは。ただ今ご紹介にあずか
りました辻尾でございます。本日はアジア ・
国際経営戦略学会第1回 目の報告大会でベ ト
ナムのお話をさせていただくという機会を与
えていただきまして、本当にありがとうござ
います。私自身公社で仕事をしているのです
けど、こういったアカデミックなところでお
話をさせていただく機会というのはほとんど
ございませんので、いろいろと不手際がある
かも分かりませんけれども、ご容赦願いたい
と思います。
　私は現在、東京都の外郭団体であります東
京都中小企業振興公社の国際化支援室という
ところで、東京都の中小企業がベ トナムに進
出するときのアドバイス等のお手伝いをさせ
ていただいております。こちらのほうのパン
フレットがございますが、後ろ側に私の顔写
真が載っておりますので、それを見ていただ
ければありがたいかと思います。この事業は、
実は石原都知事の発案で、2006年4月、今
か ら2年前から始まった事業でございまし
て、既に130を超える企業さんからのお問い
合わせとかご相談が来ております。
　私の自己紹介させていただきますと、1995
年から99年の問、ベ トナムのハノイに総合
商社の代表として駐在させていただきました
が、定年退職いたしまして、できれば何かベ
トナムに関係のある仕事をやりたいなと思い
ました。といいますのは、ベ トナム駐在の4
年間に、私自身非常にベ トナム人に対する思
いを強 く持ちまして、できればそういう関係
の仕事ができないかなと思っていたわけです
けど、おかげさまで現在の仕事をさせていた
だいて、非常に楽しくやっております。
　 では早速ですけれども、ベトナムへ進出を
考えておられる中小企業さまへのメッセージ
という形で、ベトナムの魅力と課題を、お配
りしましたレジュメに従いましてご説明させ
ていただきたいと思います。今日はこちらの
画面は使いませんので、皆さま方のお手元の
資料で追いかけていただければと思います。
　ベ トナムのことをよくご存じない方もおら
れるかと思いますので、まずベ トナムの概況
につきまして、しばらくお話 しさせていただ
いた上で、ベ トナムの魅力と課題についてお
話をしたいと思います。
　地図をご覧になれば分かると思いますが、
日本とベ トナムは地勢的に非常によく似てお
ります。両方 とも弓なりで南北に長いという
ことですし、かつベ トナムには山岳地帯が4
分の3ほ どありますが、これも日本と類似点
があります。広さにつきましては、面積が33
万平方キロメーターで日本の約0.9、九州 を
除いたぐらいの大きさであります。
　 日本は四方海に囲まれた国ですが、ベ トナ
ムは、北は中国、西はラオス、カンボジアと
国境を接しております。気候は北と南で随分
違いまして、北のほうが亜熱帯匪モンスーン
ということで四季があります。一方、南は、
これホーチミン市のほうですけれども、熱帯
性気候で乾季 と雨季があるというふうに、北
と南では気候も違うし人の考え方、性質もか
なり違うというふうにご理解いただければあ
りがたいかと思います。
　人口は現在8400万人。この8400万という
数字は、ASEANの中では断 トツに多いイン
ドネシア、その次のフィリピンに次 ぐ第3番
目の人口の国であります。首都はハノイで人
口が300万人。昔のサイゴンのホーチミン市
には現在600万人ぐらいおります。そのうち
の60%が30歳以下ということですから、 日
本と全く逆で非常に若い国だと言えるのでは
ないかと思います。
　民族 ・文化の点ですがベ トナムの民族は漢
字で書きますと 「京」という字を書 くキン族
が約10%、残りに53の少数民族がいますが、
実質的には単一民族と考えられます。
　宗教は仏教が80%、キリスト教が10%で、
残 りが地場宗教です。特徴としてイスラム教
徒はほとんどいないということが、ほかのア
ジアの国と大きく違うところであります。
　言葉はベ トナム語です。ベ トナム語といい
ますのは、皆さんがよくご存じの中国と地場
の言葉がミックスされてお り、従って日本人
がベ トナム語を理解する場Aに 、いったん漢
字に置き直すと非常に分か りやすい。そうい
う意味では、中国の方はベ トナム語は理解 し
やすいのではないかと思いますが、ただし発
音は非常に難 しくて、中国の四声に比べてベ
トナムの場合は六声です。
　通貨ですけれども、ベ トナムドンといいま
す。 ドンは、大体今のところ1ド ルが1万
6000ドン。円に直 しますと、1ド ンが約70
銭。今ごろ銭というのは使いませんで0.7円
です。従いまして10万ドンで約700円とい
う感 じになります。 ドンという字は漢字に直
しますと 「銅」という字です。昔ベ トナムで
は、日本も同様ですけど、中国の銅銭を使っ
ておりましたので、 ドンという言葉をそのま
ま継承してお ります。
　政治ですけれども、首都はハノイです。行
政区分が64省、そ して5直 轄都市が出来上
がっています。政治体制は、ベ トナムの共産
党によりますところの社会主義共和国、一党
支配の国であります。ただし、ベ トナムの共
産党の場合は、集団指導体制による安定した
政権 ということでして、例えば現在書記長 と
国家議長は北から選出し、大統領 と首相は南
から選出されているというように北と南のバ
ランスを考えながら、地域間の対立を防ぐよ
うな工夫をして進んでおります。従いまして、
極めて政治的には安定 した国だと言えるので
はないかと思います。
　 日本とベ トナムの関係 を簡単に言います
ベ トナムに進出する中小企業へのメッセージー ベ トナムの魅力と課題一 31
と、極めて良好ということで、現在お互いに
戦略的パートナーというふうに呼び合ってい
ます。その理由としましては、先ほど申しま
したように日本 と非常に性格、宗教、文化
等々の面でよく似通っている。特に考え方が
似ているということがあるかと思います。
　 経済的関係にしても、日本とベ トナムは非
常に関係が深い。ODAで みますと日本が第
1の国ですし、投資も実質ナンバー1、貿易
ではナンバー2の経済的な関係にあります。
　 それと同時に、両国の首脳の交流が非常に
多いということも特徴です。今まで歴代の日
本の首相でいいますと村山さん、橋本さん、
小渕さん、小泉さん、安倍さんがベトナムを
訪問しております。逆にベ トナムのほうから
は、カイという前首相、この方は4回ほど日
本へ来ておられます。その後、現在のズンさ
ん、この方は首相になって初めて訪問した国
が 日本です。昨年の11月にチェットという
大統領が来られました。つい先日には、チョ
ンという国家議長も来日しております。ベ ト
ナムのナンバー4の うちのナンバー3ま でが
やって来たわけです。あとナンバー1が残っ
ていますが、マイン書記長は今年の秋に来ら
れるご予定になっているということで、非常
にビジネスの関係は、今、繁栄の時代に入っ
ているということが言えるのではないかと思
います。
　次に、経済的な指標を申し上げたいと思い
ます。今度は49ページ、連続で見ていただ
ければ載ってお ります。あと54ページに表
が載っていますが、非常に見にいくので、説
明を追いかけていただければと思います。現
在、経済成長率、2002年以降は大体7%以
上の成長率を遂げていまして、特に2005年
以降は8%台 の成長。2007年は8.4%、皆
さま方にお配 りしました数字は8.5%になっ
ていますが、o.i間違っておりますので修正
願えればと思います。
　名目GDPが714億ドルですが、これは中
国の40分の1、 タイの3分 の1ぐ らいに当
た ります。1入 当たりのGDP、これは国民
の所得の力を表す ものですけれども、現在
809ドルということですから、まだ発展途上
国の域は脱してお りません。この数字は中国
に比べますと3分の1、 タイの4分の1ぐ ら
いに当た りますが、毎年毎年1人 当た り
GDPは増えてきている状況にあります。
　次の54ページのところに物価上昇率のグ
ラフが出ております。そのグラフを見ますと、
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2000年ぐらいは非常に低かったのですが、
2004年以降急激に上昇してきております。去
年は10%を超えるようなインフレ率になり
ましたが、この点がベ トナムのこれからの経
済運営において、多少問題になるのではない
かなというふうに見ております。
　貿易のほうですけれども、これは53ペー
ジに表が出ております。一番上に主要国、貿
易相手国という表がございますが、ここには
トータルが出ていないのですけれども、輸出
が大体500億ドル、輸入が600億ドルで全体
の合計では1100億ドルというような数字に
なります。輸出の数字を見ますと、アメリカ
が断 トツに多くて100億ドル、それから日本
ということになっています。ベ トナムへの輸
入としましては、何と言っても多いのは中国
で122億ドル、その次はシンガポール、日本
は第4番 目の61億です。従いまして、貿易
総額では中国が155億ドルと一番探 い経済関
係にあります。ちなみに日本は第2位の122
億 ドル、3位がアメリカです。
　ただし、アメリカの場合は輸出では1番で
すけど、輸入はほとんどありません。アメリ
カは完全にベトナムからは輸出超過国、逆に
中国は輸入の量が少ないので入超国というふ
うな形になっています。日本の場合は輸出と
輸入のバランスが取れているということで、
ベ トナムにとりまして日本というのは非常に
いいパー トナーというふうな理解になってお
ります。
　輸出入の品目ですけど、輸出でいいますと
一番が原油、その次は縫製品、履き物、水産
物、木工品となっていますが、基本的に地場
のものは第 一次産品しかありません。あと軽
工業品が少 しあるという程度です。この6位
以下がだんだん増えてきているのは、外国企
業が進出して向こうで作った電子機器、プリ
ンターなどが輸出されているという状況にな
っていますが、残念ながらまだ第5位 までに
は入っていません。
　一方、輸入のほうは機械、設備製品、石油
製品、鉄鋼、衣料品、電子機器と続 きます。
進出企業が自分の原材料、設備機械を輸入す
るために、輸入量が増えてきているという状
況です。このことからしますと、ベ トナムの
場合は基本的には加工貿易で原材料 ・設備は
ほとんど海外から輸入 し、加工 したものを輸
出しているという国であります。
　微妙なのは原油の輸出と石油製品の輸入で
すが、ベ トナムは現在原油を生産してお りま
すけれども、残念ながら製油所 はございませ
ん。従いまして、原油は輸出して石油製品を
輸入するという形に今はなっております。現
在、ベ トナムの中部にリファイナリー、製油
所を建設中で して、2010年ごろに約15万
PDのリファイナリーが出来上がる予定にな
っています。日本への輸出とか輸入ですが、
大体同じような傾向ではないかなと思いま
す。
　 次に投資動向を見てみたいと思います。55
ページのグラフに出てお ります。これで見て
いただいたら分かるように95年、96年と一
番上が新規投資の額を棒グラフで表してお り
ます。ちょっと薄いネズミ色の数字、これが
新規投資です。この下の黒いのは、現実にい
くら投資されたかというインプリメンテーシ
ョンの数字です。
　 これで見ますと95年、96年に1回 ピーク
が来てその後、下が りまして、今度2005年
から急激にまた増えてきたと、こういう状況
になっています。この95年、96年、これを
「第1次ベ トナム投資ブーム」 と呼びまして、
2005年以降、10年後の今を 「第2次 ベ トナ
ム投資ブーム」と呼んでお ります。
　 第1次 と第2次 では多少違いがあるので
す。日本 も同じように95年、96年にたくさ
ん出て行ったんですが、当時はむしろ自動車
とか二輪の国内産業向けの大手が出て行った
と。第2次投資ブームの時は、むしろ電子製
品が主体で、部品を輸入して加工し輸出する
という海外向けといいますか、輸出向けの取
り引きの産業が随分多くなっています。基本
的にはそういうような傾向にあるかと思って
おります。
　第2次投資ブームが来た背景なのですが、
一つ大きいのはベ トナムの投資環境、例えば
インフラの整備であるとか、投資に関係する
法律の改善であるとか、そういった投資の環
境が籏分良くなってきたということ。
　第2点 目は中国からのシフトです。日本の
企業は90年にかけて中国にたくさん出て行
きました。かなりの部分が中国への投資とな
っています。ここへ来て元高、元の切 り上げ
リスクであるとか、賃金が上がってきている
とか、中国政府の考えが多少変わってきたと
か等々の理由から、このまま中国に投資をし
続けていいのだろうかと若干見直す考え方が
日本の企業に出てきました。新しい工場、エ
クスパンションは中国じゃなくて、もう一つ
別の国へ行こうと。これを今、「チャイナプ
ラスワン」というふうに呼んでいるのですが、
「チャイナプラスワン」として選ばれたのが、
ベ トナムということで、ベトナムへの投資が
2005年以降急激に増えてきた背景になってい
ます,,
　ベ トナムの魅力は、そのように投資が増え
てきた背景の中にあるわけですが、どういう
魅力があるかということを、次にお話しした
いと思います。
　その投資のことですが、ここ数年の動きで
は2005年の時に大体40～50億ドルだった
ものが、2006年では100億ドルを超えまし
た。100億ドルを超えたということでびっく
りしていたら、去年は何 と200億ドルを超え、
この5年、6年、7年 は倍々でベ トナム向け
の投資が増えているという状況です。今年は、
さすがに政府 も200億ドルは行かないだろう
ということで、2008年の目標は150億ドル
ぐらいに置いていますが、今年 も多分150億
ドルは超えるのではないかなと言われていま
す。
　ここに来まして急に増えてきた国として、
韓国が挙げられます。韓国は熱心にベ トナム
に向けての投資に力を入れてお り、既にベ ト
ナムに住んでおられる韓国人は5万人を超え
ていると言われています。日本人が1万人以
下ですから、5倍 ぐらいの韓国人がベ トナム
に来ているということになります。
　ただし投資の内容は、むしろ不動産投資と
かそういうのが多く、いわゆる製造業はまだ
まだという感 じがあります。日本の場合は大
半が製造業で、むしろサービス業とかそうい
う分野は少ないというのが特徴になっていま
す。
　もう一つ台湾ですけれども、台湾の電子産
業は今まで中国一辺倒で来たのですけど、こ
れが今、ベ トナムにシフトを始めています。
特に北のほうに、プリンターであるとか、コ
ンピューターであるとか、そういうものの工
場を建てております。
　北と南の差を申し上げたいと思うのです
が、どちらかといいますと、口本の場合は北
への投資が最近は非常に増えている。ほかの
国、韓国、台湾、アメリカ等々は南のほうに
進出するのが多い。もともと南には土地勘も
あるということと、北ベ トナムが南ベ トナム
を統一した時にボートピープルで逃げた人、
これは大体みんな南から逃げたわけですけ
ど、その方々が皆さん海外に住んでおられま
す。約200万とか250万人とか言われていま
すけど、その方々が今、どんどんどんどん南
ベ トナム、サイゴンに帰ってきています。
　彼 らの知人とかは南ベ トナムに多いという
ことで、アメリカそ して台湾、韓国の人たち
は南に進出されるのが多いということと、イ
ンフラが比較的南のほうがそろっている、す
そ野産業も南のほうが多少良いということが
背景にあります。日本の場合は中国との関係
があり、今、華南に工場を持っておられる会
社の方がおられますので北が多いということ
ですね。労働力の質からいきますと、南より
は北のほうがさらに勤勉だというような考え
方から、北のほうに投資をされている企業
(製造業)がFi本の場合は多いというような
状況です。
　 ここ数年を見ましても今言いましたように
韓国、台湾、シンガポールあたりの投資が急
に増えてきましたが、実行額ではまだ日本は
1位で、大体十数億円のペースでここ2、3
年はいってお ります。件数は、北も南 も大体
100件ずつぐらいで、毎年200件ぐらいの投
資が日本から行われているというふうになっ
ています。56ペー ジを見て ください。ここに
ベ トナムへの日本の投資の地域別、その後の
累計が出ております。 日本の投資を見ていた
だきます と、例えば2005年に北部への投資
額の合計が7億4300万、南が1億8400万、
もう圧倒的に北が多い。
　2006年につきましても、北部へ9億 ドル、
南が5億 ドル。依然として北のほうが多いと
いうのが現状です。北のほうに多いのは、大
手の企業さんが北に進出している関係でその
連携の、いわゆる下請けさんを連れて くると
いうようなパターンが北では多 く、南のほう
はむ しろ単独の中小企業さんの進出が多い
と、こんなふうにご理解いただければと思い
ます。
　次の累計ですが、これは2000年の12月の
半ばぐらいまで出ているのですけれども、認
可額は日本は90億ドルになっていまして、
シンガポール、台湾、韓国、このあたりに次
いで第4位であります。しかしながら日本の
実行額を見ますと49億ドルで断 トツでして、
日本の場合はライセンスを取るとちゃんと実
行するのが特徴。ほかの国は、ライセンスは
取るけれども実行率力抵 いというのが今まで
の傾向でした。これからどうなるか分か りま
せんけれども、少なくとも現状の投資では日
本がナンバー1と いう状況になってお りま
す。
　 これが、ざっと触れてきましたベ トナムの
今の概況であ ります。これからベ トナムの魅
力と問題点につきましてお話をさせていただ
きます。もう1度あらためまして資料45ペー
ジに戻っていただければありがたいかと思い
ます。
　 ベ トナムの魅力と問題点ですが、まず第1
に言えるのが、特に口本の中小企業さんの目
から見てというふうに私はお話ししたいので
すが、何 といっても政治的、社会的に体制が
安定しているし、安全な国だというふうに理
解できます。先ほど申しましたように、共産
党…党支配ではありますけれども、極めて集
団指導体制的なものがありまして、あまり引
き締めが強くないということもあります。
　 一方、文化的にも仏教国、儒教であり、実
質単一民族ということから、民族的にも非常
に安定 しているということ。ベ トナム政府自
身の考え方が、北と南と真ん中、山岳地帯、
みんな一緒に発展 していこうという考え方で
す。中国は十数億の民 を抱えて、まず沿岸部
から育てていこうと思ったのとだいぶ違った
方向で行っています。 これが国民に対する安
心感を与えているということもあって、ベ ト
ナムの政治、社会が非常に安定しているとい
うことは言えると思います。
　 第2点 目は、良質で豊富な労働力と低廉 な
労賃です。これは、57ペー ジを見ていただき
ますと、この表にハノイ、ホーチミン、上海、
深域、バンコクとありましてそこに一般工の
賃金が出ています。これを見ますと、現在で
は上海、深上川の大体半分ぐらい、それからバ
ンコクの7掛け、それ ぐらいが現在のベ トナ
ムの賃金です。社会保険料を入れまして初任
給で大体100ドル、ハノイ、ホーチ ミン近辺
では100ドル前後というのが1カ月の給料で
すけど、これが現在の賃金レベルです。
　 さらに、ベ トナム人の労働の質を見ますと、
大体進出されている皆さん方の話を聞けば優
秀で勤勉、忍耐強くて手先が器用、向上心が
非常に強いと言っておられます。特に若い国
ですか ら、労働力の供給が豊富です。この様
に優秀な労働力を安く使えるというベ トナム
の魅力の一つになっています。従いまして、
いわゆる労働集約型で、手先の細かい仕事を
ベ トナムに持ってきます と非常によく合うと
いうことになっています。
　一つの例がワイヤーハーネス、自動車に付
けますワイヤーハーネスですけどこれには、
矢崎総業さんとか住友電装さん以下たくさん
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の企業が出ておられる。皆さん見ますと、全
部成功しています。今、矢崎さんも1万人以
上、2万 人近い人を雇い、住友電装さんも1
万人を超えるということで第2工場、第3工
場を持っておられます。
　 1年間に1回、両社 とも全世界のワイヤー
ハーネス製造分別者を集めましてコンペティ
ションをや ります。すると大体ベ トナム人が
1位、2位 を占めるという状況ですが、その
理由は迅速で失敗率が低いということです。
と同時に細かい作業をやるだけじゃなく、幾
つかの作業を同時にできるという能力を持っ
ています。その辺が、いわゆる組み立て産業
とか、部品産業だとか、そういうものにベ ト
ナム人が合っているのではないかと言われて
いる理由です。
　ただ、若い労働者は多いのですけれども、
逆に中間管理職とか技術者が非常に不足 して
います。従ってその人たちを探すのが大変で
すし、給料も高 く、場合によっては1000ド
ルを超えるというようなこともあります。そ
の辺は、ベ トナムにとっても弱点といえば弱
点ということでしょう。
　 もう一つは、ベ トナムもご多分に漏れず、
先ほどの物価が高いということもあるのです
が、ここに来て最低賃金の切 り上げが2006
年と2008年1月に2回連続 してやられて賃
金は上昇 しています。今後、政府は場合によ
っては1年 聞ずつ1回 は見直しをしていくと
いう方針を出しておりますので、ベ トナムの
給料はこれからだんだん上がっていく可能性
が強い。
　 中国のほうも新 しい労働法ができまして、
これでもって賃金がもうすぐ上がっていくだ
ろうというような懸念が 出ていますので、相
対的にはほかの国に比べてベ トナムが高 くな
るということはないでしょうけど、労賃が安
いからということでベ トナムに出るという時
代は終わってしまったのかもしれません。む
しろ、優秀な労働力を活用して、付加価値の
ある製品を作っていく、そういうことでベ ト
ナムに生産基地を持つ意義を見いだすのが良
いのかもしれません。
　 3点目として安定した経済成長が挙げられ
ます。先ほど触れましたように、毎年7～
8%、 今年も大体8%～9%の 経済成長を
政府は目指していますし、いわゆるサブプラ
イムローンの影響が大きくない限りは、今年
も達成可能ではないかなと思っています。
　 それ ともう一つ、人口は8400万人で、
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ASEANの中で3番 目の大きい国と申しまし
た。現在は非常に所得は低 く、約800ドルし
かありません。しかしこれから徐々に増えて
いきます。現実に増えてお ります。そのため
昔は買えなかったオー トバイがどんどん買え
るようになり、今やホーチミン、ハノイでは
オー トバイの波になって表れている状況で
す。
　そこへ来て、また車が少しずつ増えてきて
いる。中国と違いまして、ベ トナムでは車の
需要が非常に少ない。現在新車の需要は年間
3万台。今は4万台になって、今年は8万台
ぐらいになったと言われています。倍々に増
えているといってもまだ数万台の世界です
が、いずれ10万台とか20万台になってきま
すと、ベ トナムの道路事情というのはますま
すひどくなるというような懸念はあ ります。
しかし、それなりに所得が上がってきている
ベ トナムは、今は生産基地ではあ りますが、
いずれは2020年には人口が1億 になると言
われていますから、1億 人をバックにした市
場、つまり消費地としての魅力が出てくると
いうことも言えるのではないかと思います。
　徐々に購買力が増えている一つの背景です
けれども、それは海外からの収入が随分多い
ということです。購買力増加の背景に国内の
生産は増えているとか、輸出が増えていると
いうこともあるのですが、海外からの資金流
入 も挙げられます。一つは投資です。これが
50億ぐらいあります。それからODA、これ
も50億ぐらいあります。多いのは、ベ トナ
ムから海外へ出られた人からの送金、これが
表面上は70億ですけども、かばんに持って
帰ってくるのも入れます と大体100億ドルぐ
らいあるのではないかということです。貿易
収支は大体50億～100億ドルの赤字ですが、
この資本収支のほうで賄って現在、ベ トナム
の外貨準備はどんどん増え、100億ドルを超
えているというような状況になってお りま
す。
　 さらに魅力の一つとして言えるのは、積極
的な投資優遇策です。私の見ている限りでは、
アジアの中で最も優遇された投資環境ではな
いか、優遇策を持っているのではないかなと
思います。例えば法人税でいいますと、大体
税率が今、28%です。これを25%に下げよ
うという動きがあ ります。ただし進出する先
であるとか、業種によっては10%から20%
までの間で恩典措置があ ります し、減税と免
税の期聞が最高で4年間の免税、7年 間の半
免、(税金が半分に減額される)という特典
があり、それも魅力にはなっております。
　あともう一つ特徴としてあるのは、ベ トナ
ム政府というのは聞く耳を持つ政府であると
いうことです。投資家の言うことを聞く耳を
持っていると。現在、ベ トナム政府 と日本政
府の問で官民合同でベ トナムの投資環境を良
くしようというような事業が行われていま
す。これを 「日越共同イニシアチブ」という
のですが、委員会をつくりまして、100に近
い要望点を日本側から出しますと、それをベ
トナム側が改善する具体的な策を出して くる
という作業です。第2次 まで終わっています
が、大体95%の達成率で、これを第3次 ま
で続けていくというようなことになっていま
す。このように、ベ トナムというのは投資家
にとってはかなり魅力のある環境を与えてく
れているということであります。
　工業団地、これはどうしても必要なもので
ベ トナムには150近い工業団地ができていま
す。また地勢を見ていただきましたら、ベ ト
ナムは北に中国、南にASEANを抱えてい
ます。これを見ますと、ベ トナムはこれから
は1国で見るのではなくて、メコンデルタ全
体 もしくは中国の部分、ASEANを含んだこ
の辺の東アジアといいますか、この東南アジ
アの中核になっていく可能性があるのではな
いかなと思います。
　その一つの表れが、52ペー ジを見ていただ
きますと、こういう図が出てまいります。こ
れは何かといいますとミャンマーからタイ、
ラオスを通ってベ トナムに行 く東西回廊なの
です。このうちミャンマーはまだできており
ませんが、タイからラオスを通ってベ トナム
まで届 く東西回廊はもう完成しました。今ま
でバンコクから例えばハノイのほうに船で行
きますと2週間ぐらいかかってたのが、現在
は3日 ないし4日でタイから北のハノイまで
持ってくることができます。
　 もう一つ、ここの小さな線ですけど、南寧
からハノイというのが載っていますが、これ
は中越街道です。これも整備されていまして、
今現在2.5日ぐらいで東莞とか深_とか、あ
の辺からハノイまで トラックで運ぶことがで
きるようになりました。これを見ますと中国、
タイ、ベ トナム、ラオスも含めてですけれど
も、一体化の運営ができるような環境にだん
だんと整備されつつあるということになりま
す。このバンコクとホーチ ミンの間、これが
第2東西回廊、昆明から南のバンコクまでの
道路、これは南北回廊なのですが、これもほ
ぼ整備が進んできました。そうしますと、ま
すます中国とバンコクまでの 体 化運営が可
能になってくるという状況になるかと思いま
す。
　 問題uと しましては、一一番大きいのはすそ
野産業が育っていないこと。中国に比べます
と、残念ながら産業集積がほとんどありませ
ん、,従ってベ トナムの企業に何か部品を作っ
てもらう、加工してもらうといってもなかな
かいいものはできない。日本より設備も技術
も悪いということが最大の問題点なのです。
特に、どこにそういう設備を持っているメー
カーがあるのかというデータがない。従って
電話帳でくって電話をして、それで作業員が
行って話をして、1年 間かけて育てていくと
いうようなことをこつこつとやりながら、い
わゆるすそ野産業といいますか自分のベンダ
ーを増やしているというのが現状です。
　 これを踏まえてベ トナムでは、逆マッチン
グというのをやっています。逆見本市のこと
です。これは何かといいますと、普通は売 り
たい人 だけが展 示す るのです け ども、
JETROが主催するこの逆見本市は、買いた
い人、進出している日系企業さんがこんな部
品を買いたい、こんな加工をしてほしいとい
うことを展示しまして、そこにベ トナムの企
業の人が訪ねてくる形です。今は両方 とも出
ていますけれども、それを数年やっていまし
て、去年の11月にやった時には150社に近
い会社が参加、約4000入の来場者があ りま
した。これもベ トナムのすそ野産業を育てて
いく一つの試みではあります。
　 2番目はインフラが未整備だということで
す。電力、港湾、道路、鉄道、上下水道、何
を取ってもまだまだの段階ではあ りますが、
ただ電力については中国よりは良い。中国の
場合は絶対的に電力が足 りませんから、工場
が進出すると必ず工場の中に自分で発電設備
を持たなければなりませんが、ベ トナムの場
合は今のところバランスが取れていますの
で、事前に通知のある計画停電、もしくは瞬
問停電 ぐらいしかありませんから、皆さん方
は緊急用の発電設備だけを持ってるだけで、
常設の発電設備を持っているところは例外的
です。
　現在800万キロワットぐらいの発電能力が
あるのですが、最大の問題点は水力が約3割
ないし4割あるということで、渇水が来ると
残念ながら計画停電に持っていかざるを得な
いというようなことです。ただベ トナム政府
は、工業団地に人っている企業に対 しては優
先的に電力を供給していますので、工業団地
では停電に見舞われる可能性が極めて低いと
いうことはi一読 るかと思います。
　 今後、電力需要は大体年間で14%ないし
15%伸びていく　 1-Jわれていますが、それに
合わせてベトナムではODA資金等々を使っ
ての電力増強計画を持っており、これらは石
炭、石油、天然ガスによる火力発電が中心に
なっています。中には水力発電もありますが、
その二つを中心でやっていく方向です。2017
年には原子力発電を始めるという計画になっ
ています。
　 今の800万キロワットを、2015年には約
3倍にしようという計画があります。このと
おりにいけば、電力の不足はないと言えるん
ですが、需要が増え過ぎたり計画が遅れたり
すると、また問題が出てくる可能性はありま
す。 しかし計画はあってもす ぐには間に合わ
ず、電力が足 りない事態になるかもしれない
ので、ラオスと中国から電力を買う契約をベ
トナム政府は結んでいまして、渇水が来たと
きには、それを買ってともかく供給するとい
う体制を取ってお ります。
　あと言わないといけないのは港です。ベ ト
ナムにはたくさんの港があるのですが、残念
ながら深い港はありません。せいぜい2万 と
か3万 トン未満の船しか利用できず、5万 ト
ンの船が入らないのです。現在ODAの 金を
使いなが ら、5万 トンの船が入るような港を
北から真 ん中、南まで建設中ということで、
これが出来上がれば港の問題も解決するので
はないかなというところです。その他、原材
料がないとか、法整備が未整備であるとか、
中間管理職が少ないとか、こういったいろい
ろな問題を抱えてはおります。
　知的財産について申し上げますと、中国で
もいろいろ問題になるのですけども、ベ トナ
ムでも知的財産問題があります。法律はでき
ているのですが、残念ながら実効性がないと
いうのが最大の問題なのです。訴訟をしたり
行政処分を行うわけですが、時間がかかって、
なかなかうまくいかないというのが現状で
す。最大の問題はベ トナム人の、いわゆる知
的財産に対する意識力抵 い。例えばマイクロ
ソフトのXPを買うと、それを1つ買って10
台のコンピューターに入れてしまう、これは
当た り前だというふうに考えている人が多い
ということです。この辺の意識改革から始め
なければいけないというのが、現在の問題で
す。
　 英語は、残念ながらベ トナムの場合はあま
り通 じません。特に官庁の人又は官庁にいた
人は、ベ トナム語かロシァ語しか話しません
ので通訳が必要になる。この辺はあまり中国
と変わらないかも分か りません。中国の場合
は、H本語をしゃべれるとか、漢字が 日本語
に近いので、例えば書いて話ができるという
のがありますが、ベ トナムの場合は英語がで
きないということで、語学の問題が多少あり
ます、,現在、小学校から英語を教えています
ので、これから5年先10年先になれば、良
くなるというふうに考えられます。
　最近の動きを少しお話しさせていただきま
す。一つ 大きいのは物価が上昇しているとい
うことですが、それ以外に、ス トライキが発
生 しています。もともとベ トナムというのは、
ス トライキはあまりなかった国なのです。あ
ったとしても台湾系の企業、韓国系の企業で、
給料の未払いがあるとか待遇が悪いとか、そ
ういうので自然発生的に出てきたというのは
ありますが、ここに来て多少違いが出てきて
いますのは、日系企業にもそれが出てきてい
ることです。特に、いわゆるプロの扇動屋と
いいますか、そういう者が出てきまして、無
知な労働者に知恵を付けてストライキをやら
せる。そうすると、企業側は困って賃金を上
げる。賃金を上げると、その一部を扇動11が
取ると。こういう、いわゆるス トライキをビ
ジネスにする動きが出ています。
　北のほうに野村証券さんが造った工業団
地、野村ハイフォン工業団地というのがある
のですが、去年の暮れから今年の初めにかけ
て、野村ハイフォン工業団地にあります日系
企業さん4、5社 が軒並みス トライキにやら
れました。これに対して、日本商工会とか大
使館のほうからベ トナム政府にかなり強く取
り締まりを要請しています。
　昨年労働法が改正されて、「山猫ス ト」は
違法ス トということになりました。ス トライ
キというのは、普通はス ト権を立てて会社側
に通知 してやるのがス トライキなんですが、
彼らは全 くそういうことに関係なく、突然来
てみたら労働者がいないというス トライキ、
これを山猫ストと呼ぶのですが、これが大半
なのです。ようやくこれは罪になるというよ
うな法律ができました。
　違法ス トに対 して、裁判所に掛けると時間
がかかるということでもっと早 く実効のある
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ことをやってくれということか ら、さらに現
在ベ トナム政府は新 しい法律、省令を出し、
例えば山猫ストに参加して会社に被害を与え
た者は、3カ月間の給料を会社に戻さなけれ
ばいけないというような法律を作るなど、現
在対応策を進めているというような状況で
す。
　 もう一つ新しい動 きとしては、土地バブル、
それから株のバブルがあります。いろいろお
聞きと思いますけれども、今やハノイとかホ
ーチミンの土地、場合によってはマンション
の土地なども東京よりも高いというような所
が出てきています。特に今、マンションなん
かは、自分が住むためではなくて投資目的で
買い、それを転売する。買う契約をしていな
がら、実際住む前に売ってしまうと約1.5倍
で売れると、こういうような状況です。お金
のある人がそういう手付けを払って契約をす
るというようなことで、それが土地ブーム、
マンションブームを呼んでいるというのが実
態です。
　 これが去年から今年まで2年 ぐらい、非常
にひどいことになっています。例えば、われ
われが住むマンションなんかを借りる際、借
りに行くと、びんからきりまであるのですけ
ど、特に高級なマンション、外入が住むよう
なものはものすごく品切れが起こっていま
す。去年、例えば90平米から100平米ぐら
いのマンションで2500ドル、30万円近いの
ですが、それが今年は3500ドルと言われて
いると。40万円近い額を出さないと100平
米の家に住めない。これは日本でいえば、青
山かその辺のマンションぐらいの価格になる
のではないかと思いますが、そのように非常
にバブルが激 しくなってきたということで
す。
　従いまして、それが物価上昇にも響いてき
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ています。政府としては、日本も89年ごろ
にやりましたが、ベトナムでは土地の価格を
抑えるためにまず金融の引き締め、預金金利
率を上げたり、国債を無理やり買わせる。要
は余剰資金を引き揚げようということをやっ
ています。また、不動産を買ったときに累進
課税の免税があったのですけど、そのレベル
をどんと引き上げました。例えば1人当たり
20平米以上のものは課税の対象になるとか、
1戸当たり100平米を超えると課税の対象に
なるとか、そのように法律を変えようとして
います。
　そのために今、急激に株価が下がったり、
金利が上昇したりしています。 ドンの金利が
どんどん上がってきまして、定期預金金利は
大体ユ2～13%、公定歩合等々も7～8%に
上がってきています。又、最近の動きとして
ドンが不足 しています。
　本来、 ドンというのは余っていて、昔、私
が95年ぐらいにいた時には、1万 ドンぐら
いだったのが、今、1万6000ドンとドン安
に動いているわけですね。ベ トナムではフロ
ーティング ・ペッグ制を採用していますが、
以前は、徐々に切 り下げていって、これを2
万 ドンぐらいにもっていくというような目標
だったのですが、現在のところ、逆に1万
6000ドンから15,500ドンに上がってきてお
り、 ドンの紙幣がなくなっています。
　 ドンでボーナスを払おうとしても紙幣があ
りません。銀行に行 くと銀行はドルをドンに
替えるのを制限しています。それで仕方ない
のでATMで 下ろしてくるとか、そういうよ
うな笑えないような話が今、やられています。
場合によっては、観光客が ドルをドンに替え
ようと思っても、替えてもらえないというよ
うなことが起 こる可能性があるかと思いま
す。それがちょっと今、新しい話題としては
ございます。
　そういうような、ひずみと問題点と魅力と
いうものを非常に抱えた混沌とした国が、あ
る意味ではベトナムではないか。まさしく発
展 している中で片一方では昭和30年、40年
の農村があり、片一方ではコンピューターと
携帯電話が走っている、いわゆる平成、また
は二千数年の世界が今、渾然としてあるのが
ベ トナムといっていいでしょう。目標として
いるところは、多分中国の沿岸部を目指し、
将来的には中国のようになりたいということ
で動いていると思うのですけれども、今はそ
ういう状況にあります。
　ただ、最後に言わせてもらうのであれば、
中小企業さんにはベ トナムのいいところも悪
いところもある混沌とした状況をじっくり見
ていただいて、いいと思って、しかも必要が
あるようだったら、ぜひベトナムに進出して
ほしいと思います。特に中小企業さんの場合
は、すそ野産業を育てるといった大きな役割
があります。進出されています日系企業さん
も、ベ トナム政府、日本政府も、そしてもち
ろんベ トナムの中小企業も日本の中小企業が
ベ トナムに来て新しい製造業を始めてほしい
と思い、ベ トナムのパー トナーになってくれ
ることを期待しているということをお伝えし
たいと思います。
　ちょっと時間がオーバーしているか分かり
ませんが、そんなところでよろしいでしょう
か。また何かご質問等々ございましたら、こ
ちらの資料に、今日お話しできなかったこと
が書いてありますし、分からない点がありま
したら、今日お渡ししましたこの中に私への
連絡場所が書いてございますので、いつでも
メールなりいただければお答えいたします。
どうもご清聴ありが とうございました。(拍
手)
